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五
月
一
日
に
新
元
号
「
令
和
」
が
施

行
さ
れ
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
。
出
典
は
日
本
最
古
の
歌
集
「
万
葉

集
」
か
ら
で
あ
り
、「
人
々
が
心
寄
せ

合
い
美
し
い
時
代
を
築
く
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
本
当
に
そ
の
よ
う
な
時

代
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
新
天
皇
の
即
位
後
の
五
月
十
五

日
に
、
令
和
二
年
の
「
歌
会
始
」
の
お

題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は「
望
」

で
し
た
。
こ
の
お
題
に
は
、
新
天
皇
の

お
心
が
表
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
実
は
、
十
数
年
前
に
高
校
の
父
母

会
新
年
会
に
お
い
て
、
私
が
挨
拶
し
た

中
で
、
母
が
毎
年
「
歌
会
始
」
に
応
募

し
て
い
る
こ
と
を
話
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
ご
臨
席
な
さ
っ

て
い
た
木
村
理
事
長
先
生
か
ら
、
國
學

院
大
學
栃
木
短
期
大
学
の
岡
野
弘
彦

学
長
が
、
天
皇
陛
下
（
現
在
は
上
皇

様
）
を
は
じ
め
皇
室
の
皆
様
の
和
歌
の

ご
指
導
を
な
さ
っ
て
い
た
こ
と
を
お
聞

き
し
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
立
派
な
先
生
が
、
同
じ
学

園
に
い
ら
し
て
、
学
生
を
指
導
し
て
下

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
同
窓
生
と
し
て

誇
り
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
中
高
一
貫
コ
ー

ス
で
学
ん
だ
同
窓
生
な
ど
海
外
に
在
住

す
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
母
校

に
は
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
青

少
年
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
海
外

か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
タ

イ
王
国
か
ら
の
女
子
生
徒
を
一
年
生

に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
女
子
生
徒
を
二

年
生
に
、
一
年
間
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
逆
に
今
ま
で
母
校
か
ら
も
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
海
外
に
留
学
し
て
い
る

生
徒
さ
ん
も
数
多
く
い
ま
す
。
若
い
人

た
ち
が
、
海
外
研
修
や
留
学
を
体
験

し
、
国
際
交
流
を
通
し
て
相
互
理
解
を

図
り
、
平
和
な
時
代
を
築
い
て
い
く
サ

ポ
ー
ト
を
同
窓
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
銀
行
の
窓
口
で
行
員
の
方
か
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ら
「
同
窓
会
長
さ
ん
で
す
ね
」
と
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
「
は
い
」
と

答
え
、
こ
こ
で
も
卒
業
生
が
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
、
思
わ
ず

「
学
校
の
文
化
祭
に
ぜ
ひ
来
て
み
て
下

さ
い
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
現
在
多

く
の
同
窓
生
が
社
会
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
そ
の
様
子
や
学
校
の
活
動
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
会
報
「
む
ら

さ
き
」
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
二
年
後
に
迎

え
る
同
窓
会
設
立
六
十
周
年
の
事
業
を

行
う
に
あ
た
り
多
く
の
同
窓
生
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
、
創
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、そ
う
し
た
中
、今
年
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
開
催
、
来
年

二
〇
二
〇
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
控
え
、
明
る
さ
や
活
気
が
見

え
始
め
ま
し
た
。
そ
の
二
つ
の
世
界
的

イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
は
、
卒
業
生
で
あ
る
田
村
優
選
手
が

四
年
前
の
大
会
に
続
い
て
出
場
予
定
、

加
え
て
在
校
生
の
松
田
凜
日
さ
ん
が
、

現
在
、
七
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
日
本

代
表
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
有
力
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
校
は
令
和
元
年
と

な
っ
た
今
年
、
創
立
六
十
年
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
う
し
た
節
目
と
な
る
年
に
卒

業
生
の
世
界
的
な
舞
台
で
の
活
躍
は
、

と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
誇
り

に
思
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
、
四
九
九
名
の
新
入

生
が
入
学
し
ま
し
た
。そ
の
新
入
生
が
、

こ
れ
か
ら
三
年
間
の
高
校
生
活
の
抱
負

を
綴
っ
た
『
拓
く
』
と
い
う
文
集
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な

内
容
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
入
学
を
決
め
た
一
つ
の
理
由
は
、

学
校
見
学
の
際
に
先
輩
方
が
と
て
も
輝

い
て
見
え
た
こ
と
で
す
。
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
先
輩
方
が
駐
車
場
に
誘

導
し
た
り
、
学
校
の
案
内
を
率
先
し
て

行
っ
て
い
る
献
身
的
な
姿
で
し
た
。
ま

た
、
先
輩
方
の
挨
拶
は
、
自
分
の
親
も

本
当
に
感
心
し
て
い
て
、
自
分
も
そ
う

あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

ど
れ
ほ
ど
便
利
な
時
代
に
な
ろ
う
と

も
、
や
は
り
人
間
と
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
絶
対
に
大
切
な
も
の
で

あ
り
続
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
最
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
は
挨

拶
で
す
。
自
分
自
身
し
っ
か
り
と
挨
拶

が
で
き
る
人
間
に
な
る
と
共
に
、
併
せ

て
思
い
や
り
の
心
も
育
て
て
い
き
た
い

で
す
」。

　

日
本
の
教
育
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
、
国
を
挙

げ
て
の
大
き
な
変
革
が
あ
り
、
来
年
度

に
は
、
大
学
入
試
も
大
き
く
変
わ
り
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
力

が
主
に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
校
で
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の

授
業
改
革
や
探
究
型
学
習
の
推
進
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
作
文
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
教
育
の
形
は
変
わ
ろ

う
と
も
、
そ
の
根
本
に
流
れ
て
い
る
大

事
な
も
の
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。
本

校
生
が
、「
た
く
ま
し
く　

直
く　

明

る
く　
さ
わ
や
か
に
」の
校
訓
の
も
と
、

何
事
に
対
し
て
も
全
力
で
取
り
組
む
姿

勢
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
、

互
い
に
助
け
合
う
心
、
き
ち
ん
と
挨
拶

が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
人
と
し
て
の

基
本
を
ま
ず
は
、
し
っ
か
り
と
身
に
付

け
て
い
る
、
そ
れ
こ
そ
が
、
國
學
院
大

學
栃
木
高
等
学
校
の
生
徒
で
あ
る
こ
と

の
証
で
あ
り
、
本
校
の
誇
り
と
す
る
こ

と
の
一
つ
な
の
で
す
。

　
創
立
か
ら
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
國
學
院
栃
木
の
教
育
を
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
き
、
六
十
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
窓
生
の

皆
様
が
さ
ら
に
誇
り
に
思
え
る
学
校
創

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
、
ご
支
援
・

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
今
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
国
際
競
争
の
激
化
、
人

工
知
能
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
な

不
易
流
行

学
校
長
　
青
木
　
一
男

　
新
時
代
に
思
う

同
窓
会
会
長
　
長
谷
川
　
孝
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令
和
元
年
度　

同
窓
会
総
会
（
幹
事
会
）

日
時
：
令
和
元
年
六
月
九
日
㈯
　
午
後
二
時
～
　
場
所
：
高
校
第
一
会
議
室

　
横
地
事
務
局
主
任
の
司
会
、
増
山
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
よ
り
始
ま
り
、

長
谷
川
会
長
、
木
村
理
事
長
、
青
木
校
長
の
挨
拶
と
続
き
、
出
席
者
全
員

の
自
己
紹
介
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
事
は
、
柏
崎
副
会
長
よ
り
平
成
三
十
年
度
の
事
業
報
告
、
海
老
沼
会

計
よ
り
決
算
報
告
、
加
藤
監
査
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
、令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
案
、収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

こ
れ
ら
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
今
年
度
か
ら
委
員
会
を
設
置
す
る
案
に
つ
い
て
、
会
長
よ
り

説
明
が
あ
り
、企
画・運
営
委
員
会
（
主
に
同
窓
会
主
催
事
業
の
企
画
運
営
）

と
広
報
・
会
報
委
員
会
（
主
に
会
報
￢
む
ら
さ
き 

」
の
編
集
発
行
）
の
設

置
が
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
第
二
十
七
期
生
卒
業
三
十
年
の
集
い
の
会
に
つ
い
て
、
今
泉

芳
勇
実
行
委
員
長
よ
り
、
十
月
十
二
日
㈯
の
開
催
と
進
捗
状
況
が
伝
え
ら

れ
、
会
長
か
ら
は
、
永
吉
奨
学
会
の
報
告
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長
岩
下
浩
之

氏
よ
り
、「
も
う
ひ
と
つ
の
甲
子
園
」
と
い
う
、甲
子
園
を
目
指
す
も
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
三
年
生
の
引
退
試
合
を
、
六
月
十
一
日
㈫
小
山
市

運
動
公
園
野
球
場
で
開
催
す
る
と
報
告
さ
れ
、
佐
藤
副
会
長
の
閉
会
の
辞

に
よ
っ
て
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
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平
成
三
十

年
十
月
二
十

七
日
㈯
栃
木

サ
ン
プ
ラ
ザ

に
て
第
二
十

六
期
生
「
卒

業
三
十
年
集
い
の
会
」
を
長
谷
川
孝
同
窓
会
会
長
、
青

木
一
男
校
長
や
多
く
の
来
賓
、
恩
師
を
お
招
き
し
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
会
運
営
に
あ
た
り
、
第
二
十
五
期
生
の
先

輩
か
ら
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
約
十
ヶ
月
間
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
や
各
ク
ラ
ス
幹
事
、
同
窓
会
事
務
局
の
皆

様
方
な
ど
に
ご
指
導
頂
き
、
平
成
最
後
の
集
い
の
会
を

盛
大
に
開
催
で
き
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
現
在
、
個
人
保
護
法
等
の
関
係
で
名
簿
集
め
な
ど

大
変
苦
労
致
し
ま
し
た
が
、
当
日
恩
師
、
同
級
生
の
話

や
笑
顔
を
見
る
と
本
会
が
大
変
有
意
義
な
事
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、
集
い
の
会
が
盛
況
に
行
わ
れ
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
、
母
校
同
窓
会
、
恩
師
、
同
級
生
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ
り
、
我
が

母
校
、
國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校
の
益
々
の
ご
発
展

と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
回
、
ま
た
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

御
礼
　
集
い
の
会

実
行
委
員
長
　
角
田
　
正
展

　
平
成
三
十
年
十
月
二
十
日
㈯
に
ホ
テ

ル
サ
ン
ル
ー
ト
栃
木
に
て
「
第
十
五
期

生
還
暦
の
集
い
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
一
一
〇
名
の
同

期
生
と
来
賓
・
恩
師
七
名
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
会
場
内
は
四
十
数
年
前
に

戻
っ
た
よ
う
に
恩
師
を
囲
み
旧
友
と
語

ら
い
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
時
間
が
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。

　

還
暦
は
節
目
で
あ
り
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
医

療
の
進
歩
に
よ
り
平
均
寿
命
が
延
び
た

現
在
で
は
、還
暦
を
迎
え
た
と
は
い
え
、

現
役
で
活
躍
し
て
い
る
仲
間
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
昭

和
、
平
成
に
続
く
新
し
い
時
代
を
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
國
栃
を
卒
業
し
た
の
が
昭
和
五
十
二

年
、
そ
れ
か
ら
四
十
有
余
年
の
星
霜
を

経
て
開
催
し
た
同
窓
会
。
同
期
の
皆
そ

れ
ぞ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
人
生
を
送
っ
て

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と

や
辛
い
こ
と
、
大
き
な
波
や
向
か
い
風

に
立
ち
向
か
い
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

き
た
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。
第

十
五
期
生
の
更
な
る
飛
躍
を
願
う
も
の

で
す
。

　
結
び
に
、
本
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご

支
援
い
た
だ
い
た
國
學
院
大
學
栃
木
高

等
学
校
並
び
に
同
窓
会
に
感
謝
を
申
し

上
げ
、
母
校
の
更
な
る
ご
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
十
二
月

　
　
第
十
五
期
生
幹
事
代
表福

島　
洋
二

第
十
五
期
生

　「
還
暦
の
集
い
」
報
告

��������������������������������������������������������

第二十六期生　「卒業三十年　集いの会」
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中
学
校
十
六
期
、
高
等
学
校
五
十
五

期
生
は
今
年
、
成
人
式
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
節
目
と
し
て
私
た
ち
中
高
一

貫
コ
ー
ス
は
、
平
成
三
十
年
一
月
十
三

日
㈰
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
瀬

賀
正
博
先
生
、
鰺
坂
和
幸
先
生
、
小
田

智
巳
先
生
、
津
田
恵
先
生
を
お
招
き
し

て
、
卒
業
後
初
め
て
の
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
同
級
生
全
員
が
多
忙
の
中

に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
同
窓
会
へ
の
参
加
が
難
し
い
同
級
生

も
少
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
予
想
し

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
開
催
す
る
と

多
く
の
同
級
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
先
生
方
や
同
級
生
た
ち

の
楽
し
そ
う
な
様
子
に
、
私
は
心
の
中

で
感
謝
す
る
と
と
も
に
嬉
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
会
を
、
私
た
ち

が
三
十
歳
と
い
う
節
目
に
足
を
踏
み
入

れ
た
こ
ろ
に
、
再
び
開
催
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
も
多
く
の
友

人
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

　
中
学
校
十
六
期
・
高
校
五
十
五
期

網
野　
嵩
之

中
高
一
貫
　
成
人
式

��������������������������������������������������������　
令
和
元
年
六
月
八
日
㈯
、
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
栃
木
に
於
い
て
、
ス
キ
ー
部

Ｏ
Ｂ
会
総
会
並
び
に
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
で

前
同
窓
会
会
長
中
麿
輝
美
さ
ん
の
日
光

二
荒
山
神
社
宮
司
就
任
並
び
に
石
川
晴

朗
さ
ん
の
瑞
宝
双
光
章
受
章
の
お
祝
い

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
来
賓
と
し
て
、赤
塚
透
先
生
、

石
塚
透
先
生
、
中
信
先
生
、
神
原
邦
夫

先
生
四
名
の
先
生
方
に
御
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
中
麿
さ
ん
は
、
日
光
二
荒
山
神
社
に

て
長
く
権
宮
司
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
が
昨
年
末
に
宮
司
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
石
川
さ
ん
は
一
九
八
七
年
か
ら
保
護

司
を
務
め
、
日
光
保
護
区
保
護
司
会
に

所
属
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
長
く
の
功
績

が
認
め
ら
れ
今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
中
麿
さ
ん
は
、
ス
キ
ー
部
を
創

設
し
た
功
労
者
で
、
赤
塚
先
生
・
石
塚

先
生
と
共
に
学
校
に
交
渉
し
て
ス
キ
ー

部
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
会
場
内
は
二
期
～
二
九
期
ま
で
の
Ｏ

Ｂ
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
そ
れ
ぞ
れ
当

時
の
話
、
受
賞
話
等
で
大
き
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
活
動
と
し
て
は
、

残
念
な
が
ら
現
在
ス
キ
ー
部
は
休
部
に

な
っ
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
会
の
最
大
目
的
で

あ
る
現
役
支
援
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
総

会
、
年
に
一
回
の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
合

宿
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等
を
実
施
し
て
会

員
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
奮
っ
て
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長

十
九
期　
保
戸
山
陽
一

���������������������������������������������������

第
五
回
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
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平成 30 年５月４日（金・祝）
普３－ 10（16 期・Ｓ 53 卒）

平成 30 年５月 19 日㈯
普２－５（25 期・Ｓ 62 卒）

平成 30 年６月２日㈯
普３－ 11（24 期・Ｓ 61 卒）

平成 30 年６月９日㈯
普３－ 12（25 期・Ｓ 62 卒）

平成 30 年 11 月３日㈯
商３－１（25 期・Ｓ 62 卒）

平成 30 年 11 月４日㈰
商３－３（11 期・Ｓ 48 卒）

平成 30 年 12 月８日㈯
普３－４（26 期・Ｓ 63 卒）

平成 30 年 12 月８日㈯
普３－８（26 期・Ｓ 63 卒）

平成 31 年１月 12 日㈯
普１－１（26 期・Ｓ 63 卒）

平成 31 年２月 16 日㈯
普３－２（17 期・Ｓ 54 卒）

☆平成 30 年４月 30 日（月・祝）
普３－７（25 期・Ｓ 62 卒）

☆平成 31 年３月２日㈯
普３－９（20 期・Ｓ 57 卒）

☆平成 30 年 12 月 30 日㈰
国３－３（44 期・Ｈ 18 卒）

☆平成 31 年３月 23 日㈯
普２－６（24 期・Ｓ 61 卒）

● 16期生還暦の会　　　　　　令和元年 11月３日㈰　正午　於：サンプラザ栃木
● 27期生卒業 30年集いの会　令和元年 10月12日㈯　正午　於：サンプラザ栃木

�������������������������������������������������������
◎クラス会は、１年生から３年生まで、どのクラスも対象となりますので、是非お申し込みください。
◎クラス会・還暦の会は、いずれも所定の書類による事前申請が必要です。先ずはご連絡をください。
◎会報「むらさき」は、同窓生お一人に一通ずつお送りしております。重複して届くため一通で良い、又は
　送らなくても良い方は、ご連絡ください。「むらさき」は、ホームページからもご覧になれます。

電　話：0282－ 22－ 5511（学校代表）　　ＦＡＸ：0282－ 22－ 2822
メール：yamanaka@kokugakuintochigi.ac.jp　　　　　　　　　　総務：山中

お知らせ

写真掲載 12クラス（中高一貫２クラスを含む）・
他４クラス、計 16クラスに補助することが出来ま
した。（１クラス 20,000 円）

平成30年度　クラス会開催一覧
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こ
の
た
び
、
石
川
晴
朗
さ
ん
（
五
期
）
が
平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
に
、

皇
居
豊
明
殿
に
お
い
て
瑞
宝
双
光
章
叙
勲
を
受
け
ら
れ
、
天
皇
陛
下
よ
り
ね

ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を
賜
っ
た
。
ま
た
、田
村
優
さ
ん
（
四
十
五
期
）
が
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
、
出
場
が
決
定
し
た
。

　
石
川
さ
ん
に
は
広
報
・
会
報
委
員
が
お
話
を
伺
い
、
田
村
さ
ん
に
は
原
稿

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

　
石
川
さ
ん
は
昭
和
六
十
二
年
よ
り
日

光
保
護
区
保
護
司
会
に
所
属
し
三
十
三

年
間
更
生
保
護
司
と
し
て
活
動
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
叙
勲
は
本
校
の
同
窓
会
と
し

て
も
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
本
校
同
窓
生
に
広
く
お
知
ら
せ
し
皆

様
で
称
賛
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
石
川
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
今
か
ら
五
十
数
年
前
、
石
川
さ
ん
は

鬼
怒
川
の
実
家
を
離
れ
、
学
校
寮
で
高

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

学
校
の
雰
囲
気
は
、
今
と
は
ず
い
ぶ
ん

か
け
離
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
生
意
気
盛
り
で
、
ワ
ル
が
格
好
い
い

と
つ
っ
ぱ
り
、
か
な
り
わ
ん
ぱ
く
な
生

徒
で
し
た
。周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
は
、

石
塚
透
先
生
や
西
村
俊
太
郎
先
生
に
叱

責
を
受
け
る
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
し
た

が
、
先
生
方
に
根
気
よ
く
指
導
し
て
頂

き
、
石
川
さ
ん
は
石
塚
先
生
た
ち
に
巡

り
合
っ
た
こ
と
で
、
人
と
し
て
大
切
に

扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

気
付
き
、
も
し
こ
の
学
校
に
進
学
し
て

い
な
け
れ
ば
、
今
の
自
分
は
無
か
っ
た

と
述
懐
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
地
元
に
帰
り
看
板
製

作
業
に
就
き
ま
し
た
が
、
近
所
の
中
学

生
が
煙
草
を
吸
い
、
た
む
ろ
し
、
非
行

に
走
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
昔
の

自
分
の
姿
と
重
な
っ
て
見
え
ま
し
た
。

　
私
は
中
学
ま
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
か
ら
ラ
グ

ビ
ー
を
や
る
と
決
め
て
、
未
経
験
で
し

た
が
愛
知
県
か
ら
國
學
院
栃
木
高
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
父
と
吉
岡

先
生
が
知
り
合
い
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
お
世
話
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
の

で
す
が
、
今
思
い
返
せ
ば
、
ラ
グ
ビ
ー

人
生
を
國
栃
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
理
由
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
吉

岡
先
生
と
い
う
素
晴
ら
し
い
指
導
者
に

出
会
え
た
こ
と
で
す
。吉
岡
先
生
に
は
、

一
番
大
切
な
基
本
プ
レ
ー
を
徹
底
的
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
や
野
球
と
は
違
い
ラ
グ
ビ
ー
は
高

校
か
ら
始
め
る
選
手
が
多
く
、
私
も
そ

の
一
人
だ
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
ラ

グ
ビ
ー
選
手
で
あ
る
前
に
高
校
生
で
あ

る
た
め
、
私
生
活
の
面
で
も
厳
し
く
接

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
Ｏ

Ｂ
の
繋
が
り
が
強
い
こ
と
で
す
。
私
は

明
治
大
学
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ

→
キ
ャ
ノ
ン
）
と
プ
レ
ー
し
て
き
ま
し

た
が
、
卒
業
し
て
か
ら
も
、
た
く
さ
ん

の
人
が
Ｏ
Ｂ
戦
に
集
ま
る
高
校
は
、
他

に
は
余
り
な
い
よ
う
で
す
。
プ
レ
ー
し

て
い
る
時
も
卒
業
し
て
か
ら
も
ず
っ
と

家
族
の
よ
う
な
チ
ー
ム
で
す
。

　
三
つ
目
は
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る
取
り

組
み
方
に
、
特
別
な
こ
だ
わ
り
を
持
つ

チ
ー
ム
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
今
も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
取
り
組
み

方
・
心
構
え
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い

ラ
グ
ビ
ー
選
手
は
絶
対
に
成
功
し
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
岡
先
生

「
原
点
の
教
え
を
胸
に
」

四
十
五
期
生
　
田
村
　
　
優

そ
の
時
、何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、

彼
ら
の
相
談
相
手
と
な
り
、
家
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
さ
せ
ま
し
た
。
や
が
て
懸
命

に
働
い
て
、
更
生
し
て
ゆ
く
姿
に
喜
び

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
お

寺
の
お
上
人
様
の
目
に
留
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
更
生
保
護
司
と
し
て

の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
鬼

怒
川
地
域
で
は
、
人
手
不
足
の
旅
館
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
、
非
行
や
罪
を
犯
し

た
者
た
ち
の
社
会
復
帰
の
た
め
に
働
く

場
を
求
め
て
奔
走
致
し
ま
し
た
。

　

非
行
に
走
る
者
や
罪
を
働
く
者
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
ま
す
。

立
ち
直
っ
て
い
く
過
程
も
千
差
万
別
で

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
に
対
し
て
も
心
く

ば
り
が
必
要
で
し
た
。
人
と
し
て
大
切

に
し
あ
げ
た
い
、
決
し
て
見
捨
て
て
は

い
け
な
い
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
た
い
、
そ
う
い
っ
た
想
い
で
彼
ら
の

社
会
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
が
今
回
の
叙
勲
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
、石
川
さ
ん
は
、「
ま

さ
か
自
分
が
…
。」
と
驚
き
ま
し
た
。

先
日
高
校
ス
キ
ー
Ｏ
Ｂ
祝
賀
会
で
恩
師

の
石
塚
先
生
に
お
会
い
し
て
「
よ
く

や
っ
た｣

と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
今
、
親
子
間
の
悲
し
い
事
件
を
耳
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。「
負

う
べ
き
課
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
叙

勲
を
励
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
妻
と

と
も
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章

五
期
生
　
石
川
　
晴
朗
さ
ん

��������������������������������������������������������

会
員
だ
よ
り

��������

��������

高校時代の田村選手（右）
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母
校
の
よ
う
す

運
動
部

◆�

松
田
凜
日
（
三
年
）・
サ
ク
ラ
セ

ブ
ン
ズ
へ

　
来
年
の
東
京
五
輪
で
メ
ダ
ル
獲
得
を

目
指
す
ラ
グ
ビ
ー
女
子
７
人
制
日
本
代

表
「
サ
ク
ラ
セ
ブ
ン
ズ
」
に
、
本
校
ラ

グ
ビ
ー
部
の
松
田
凜
日
（
Ｂ
３
年
）
が

選
ば
れ
た
。
男
子
15
人
制
の
元
日
本
代

表
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
を
四

度
経
験
し
た
努
さ
ん
（
49
）
を
父
も
持

ち
、
四
月
二
十
、二
十
一
日
に
北
九
州

で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
（
Ｗ

Ｓ
）
第
四
戦
で
は
、
父
譲
り
の
突
破
力

を
発
揮
し
、
早
く
も
世
界
を
驚
か
せ
て

い
る
。
東
京
五
輪
で
の
活
躍
を
期
待
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

◆
福
田 

均
先
生
ご
退
職

　

本
校
で
四
十
三
年
間
バ
レ
ー
部
を

指
導
し
た
福
田 

均
先
生
が
勇
退
さ
れ

た
。
監
督
は
、
通
算
八
十
回
の
全
国
大

会
出
場
、
そ
の
う
ち
二
回
は
全
国
制
覇

と
い
う
金
字
塔
を
打
ち
立
て
、
沢
山
の

選
手
を
育
て
た
。
県
内
最
後
の
戦
い
と

な
る
、
十
月
二
十
七
日
㈯
に
行
わ
れ
た

第
七
十
一
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高

校
選
手
権
大
会
（
春
高
バ
レ
ー
）
の
栃

木
県
予
選
決
勝
で
は
、
ス
タ
ン
ド
を

２
０
０
人
近
く
の
Ｏ
Ｇ
が
埋
め
尽
く
す

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
本
校
退
職
後
は
、
敬

愛
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
第
二
代
監

督
に
就
任
し
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て

い
る
。

文
化
部
の
活
躍

　
運
動
部
の
活
躍
が
目
立
つ
が
、
文
化

部
も
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

・
書
道
部

　

年
間
約
十
の
展
覧
会
に
出
品
し
、

数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

年
々
、
校
外
で
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
増
え
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て

い
る
。
本
年
度
は
四
月
に
わ
ん
ぱ

く
公
園
（
壬
生
町
）、
五
月
に
「
山

車
ま
つ
り
」（
栃
木
市
）、
六
月
に

「
は
す
ま
つ
り
」（
都
賀
町
）
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
施
し
、
八
月
に

は
蔵
の
町
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
も
出

演
予
定
で
あ
る
。
生
徒
が
主
体
性
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
る
様
子
が
印
象

的
な
部
で
あ
る
。

・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部

　
従
来
校
内
で
の
活
動
を
主
と
し
て

き
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
で
あ
る
が
、

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
一
日
に
行
わ

れ
た
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
秋
季
大
会
（
関

東
予
選
）
を
勝
ち
抜
き
、
二
〇
一
九

年
一
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
ダ
ン
ス

ド
リ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
（
全
国

大
会
）
に
出
場
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
き
た
。

は
、
特
に
自
主
性
を
重
視
し
て
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
や
ら
さ
れ
る
」

の
で
は
な
く
「
や
る
」
と
い
う
こ
と
を

高
校
の
三
年
間
で
教
え
込
ま
れ
ま
し

た
。
大
学
、
社
会
人
、
そ
し
て
日
本
代

表
と
し
て
世
界
で
戦
っ
て
い
く
上
で
、

そ
の
考
え
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
９
月
に
日
本
で
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
私
は
日
本
代
表
ス
コ
ッ
ド
に
選
出

さ
れ
、
大
会
に
向
け
て
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。
毎
試
合
良
い
準
備
が
で
き
れ

ば
、
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
高
校
時
代
の
教
え
を
胸
に
、

日
本
の
司
令
塔
と
し
て
世
界
の
チ
ー
ム

と
戦
っ
て
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

試合日程
９月 20日　ロシア戦

（東京スタジアム・東京）
９月 28日　アイルランド戦

（小笠山総合運動公園
エコパスタジアム・静岡）

10月５日　サモア戦
（豊田スタジアム・愛知）

10月13日　スコットランド戦
（横浜国際総合競技場・神奈川）

��������������������������������������������������������

◆
平
成
三
十
年
度

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
部
一
覧

・
柔
道
部

　
男
子　
個
人　
三
階
級
出
場

　
女
子　
団
体
（
九
年
連
続
）

　
　
　
　
個
人　
四
階
級
出
場

・
な
ぎ
な
た
部

　
個
人
・
演
技
・
団
体

・
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（
二
十
年
連
続
四
十
回
目
）

・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
八
年
連
続
三
十
二
回
目
）

・
女
子
陸
上
競
技
部

４
０
０
ｍ
・
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル
・
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
・

や
り
投
・
七
種
競
技
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※問い合わせ　入試広報部　TEL ０２８２（２５）５０２０

中学・高校同時開催
Come on in　国学院　　第１回　７月 27 日（土）　　第２回　８月 4 日（日）

（一日体験学習）　　　時間／９：00 ～　　　　 場所／本校キャンパス

高　　校

国栃チャレンジ　　10 月 13 日（日）　場所／本校キャンパス・学園教育センター（栃木駅前）
（学力診断テスト）　　　入試の雰囲気を体験しながら、学力到達度を判定します。

【判　定】①現在の学力（得点・順位等）　②本校の各コースへの合格可能性
【受験型】５教科型または３教科型選択　　　【受験料】無料

入試説明・相談会　① ９ 月 28 日（土）　　② 10 月 27 日（日）　　③ 11 月２日（土）
④ 11 月 17 日（日）　　⑤ 11 月 23 日（土・祝）
⑥ 12 月 １ 日（日）　　⑦ 12 月 ７ 日（土）　　⑧ 12 月８日（日）
時間／９：30 ～　※ 11 月２日（土）のみ 14：00 ～
場所／本校キャンパス　※⑥⑦⑧は学園教育センター（栃木駅前）

入学試験　　　第１回　１月 ６ 日（月）　一般入試（単願・併願）・
推薦入試（単願）
体育技能入試（単願）

第２回　１月 ７ 日（火）　一般入試（単願・併願）
第３回　１月 25 日（土）　一般入試（単願・併願）

中  学  校
入試説明・相談会　　① ８ 月 24 日（土）　　② ９ 月 １ 日（日）　　② ９ 月 28 日（土）

④ 10 月 12 日（土）　　⑤ 10 月 27 日（日）
時間／ 10：00 ～　　 場所／本校キャンパス

入学試験　　　第１回　11 月 30 日（土）　　自己推薦入試（単願）　　一般入試（単願・併願）
第２回　12 月 14 日（土）　　自己推薦入試（単願）　　一般入試（単願・併願）

英語入試（単願・併願）　適性検査入試（単願・併願）
第３回　 １ 月 19 日（日）　　自己推薦入試（単願）　　一般入試（単願・併願）
場所／学園教育センター

國學院祭　　　文化祭　９月 7 日（土）・８日（日）　　　　場所／本校キャンパス
体育祭　９月 21 日（土）	 場所／本校キャンパス

令和２年度　中学校・高等学校　生徒募集について


